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■背景・目的 
  設計基準強度(Fc)60N/mm2を超えるような超高強度コンクリートを用いる超高層RC造住宅の
建設においては、プレキャストの柱および梁部材を現場で組み立てる工法が主流である。しか

し、プレキャスト部材の製造においては、製造サイクル上、その脱型時強度がネックになるこ

とがある。そこで、プレキャスト部材における極初期の強度発現を把握するために実験を行っ

た。 
 
■概 要 
超高強度コンクリート用の 3 成分系特殊セメント（略称；VKC ｾﾒﾝﾄ）を使用し、Fc70 が

W/C33.5%、Fc100がW/C22.0%、の 2種類の調合で幅 1.0m×奥行き 1.0m×高さ 0.7mの柱模擬
部材をそれぞれ 1 体作製した。材齢 15h・20h・40h の極初期におけるコア強度および簡易断熱
養生の供試体強度を比較検討して構造体強度を検証した。 
部材型枠の脱型時所要強度を 15N/mm2とすると、表に示すようにFc70の 15hでは中央部コア

(22.9N/mm2)および簡易断熱養生供試体(16.8N/mm2)では 15N/mm2を上回っているが、コーナ

ー部コアでは 12.6N/mm2であり、所要強度に達していない。すなわち、簡易断熱養生供試体の

強度だけで表層部分の構造体強度を判断するには注意が必要なことがわかる。そこで、積算温

度との関係（下図）を検討すると、Fcごと
にコアおよび簡易断熱養生供試体を含めて良

好な相関が認められた。 
 

 
■結 論 
主な結果をまとめると次の通りである。(1) Fc70,100の初期材齢においても簡易断熱養生は平
均的な構造体強度の指標となり得る。(2) 簡易断熱養生供試体の強度だけで表層部分の構造体強
度を判断するには注意が必要である。(3) ０℃を基準とし、1 時間ごとのｺﾝｸﾘｰﾄ温度を積算し
た、℃・hrで求めた積算温度とコア強度および簡易断熱養生供試体強度は Fcごとに良好な相関
を示した。データを蓄積すれば部材の製造管理にも活用が可能と考えられる。 
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15h 22.9 12.6 41.5 23.5
20h 37.9 31.4 78.3 47.9
40h 67.3 56.2 114 86.4

反発度
15h
20h
40h
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